
 

 

 

 

 

 

 

 

平成30年度は「国と地方の連携」をテーマに特集記事を連載（全４回）していま

す。最終回として本号では、昨年10～11月に開催された公害紛争処理関係及び公害苦

情相談員等ブロック会議について御紹介します。 

 

 

○ 公害等調整委員会が行っている２つのブロック会議 

公害等調整委員会（以下「公調委」）では毎年秋に公害紛争処理関係ブロック会議

と公害苦情相談員等ブロック会議を開催しています。 

 

 

公害紛争処理関係ブロック会議 

各都道府県の公害紛争処理担当職員を対象に、都道府県における公害紛争の動向

等について情報交換を行うもので、公害紛争処理事務の円滑な実施に資することを

目的としています。 

 

公害苦情相談員等ブロック会議 

原則として人口10万人以上の市及び特別区

(※1)の公害苦情相談担当者を対象に、公害苦

情相談の動向等について情報交換を行うもの

で、公害苦情相談の適切な処理の促進に資す

ることを目的としています。 

 

 

  公調委では、これらの会議を通じて、国（公調委）、都道府県（公害審査会

等）、市区町村等（公害苦情処理担当）の連携のより一層の促進を図っているとこ

ろです。 

(※1) 開催県内の市町村については、人口に関係なく参加可能です。 

 

特集記事「国と地方の連携」 

公害紛争処理関係ブロック会議 

公害苦情相談員等ブロック会議 

公害苦情相談員等ブロック会議での少人
数グループ討議 
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本年度のブロック会議 

 

本年度は、下表のとおり「第49回公害紛争処理関係ブロック会議」(都道府県)及

び「第43回公害苦情相談員等ブロック会議」(市・特別区)を開催しました。公害紛

争処理・公害苦情相談に関する事例研究や少人数グループ討議、外部の有識者や公

調委が委嘱している公害苦情相談アドバイザーによる講演などの様々なプログラム

により、公害紛争処理や公害苦情処理に従事されている参加者の皆様にとって、そ

れぞれの業務に資することができたものと考えております。 

 

 

 

ブロック名(※2) 

平成 30年度 

第 49回公害紛争処理関係 

ブロック会議 

（都道府県） 

第 43回公害苦情相談員等 

ブロック会議 

（市・特別区） 

開催県 日程 開催市 日程 

北海道・東北 福島県 11/20(火) 福島市 11/20(火) 

関東・甲信越・静岡 神奈川県 10/25(水) 横浜市 10/25(水)～26(木) 

東海・北陸 愛知県 10/26(金) 名古屋市 10/26(金) 

近  畿 和歌山県 10/31(水) 和歌山市 10/31(水) 

中国・四国 広島県 11/15(木) 広島市 11/15(木)～16(金) 

九州・沖縄 福岡県 11/8(木) 福岡市 11/8(木) 

 

(※2)各ブロックの構成は以下のとおりです。 

北海道･東北ブロック：北海道、青森県、岩手県、宮城県、秋田県、山形県、福島県 

関東･甲信越･静岡ブロック：茨城県、栃木県、群馬県、埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県、 

新潟県、山梨県、長野県、静岡県 

東海･北陸ブロック：富山県、石川県、福井県、岐阜県、愛知県、三重県 

近畿ブロック：滋賀県、京都府、大阪府、兵庫県、奈良県、和歌山県 

中国･四国ブロック：鳥取県、島根県、岡山県、広島県、山口県、徳島県、香川県、愛媛県、高知県 

九州･沖縄ブロック：福岡県、佐賀県、長崎県、熊本県、大分県、宮崎県、鹿児島県、沖縄県 

 

 

 

 

 

 

本年度のブロック会議 
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 各ブロックで、２つのブロック会議及びその合同開催会議の、３つの会議が行われ

ましたが、それぞれの会議で、公害紛争処理や公害苦情処理業務に資するプログラム

を多く実施しました。また、参加者の業務経験年数の長短にかかわらず、全ての参加

者が積極的に会議に参加できるよう、少人数グループによる討議も行っています。プ

ログラムの全体については別紙１をご覧ください。 

 

（１）公害紛争処理関係ブロック会議で取り上げた紛争処理事例及び質問事項 

都道府県で公害紛争処理を担当されている職員が参加し、公調委の職員も交えて行

う公害紛争処理関係ブロック会議では、都道府県の公害審査会等が取り扱った様々な

紛争事件の処理事例が報告され、また、多くの質問事項がよせられました。参加者に

は資料を事前配布し読み込んでいただくことで、会議では、参加者それぞれの実務に

資する議論が行われました。ここでは、その一部（表題のみ）を御紹介します。 

 

    ① 公害紛争処理事例 

・近隣店舗の業務用冷蔵庫及び空調室外機からの騒音、低周波音並びに来店する業

者等の自動車エンジン音等の騒音による健康被害(不眠等)にかかる調停事件 

・近隣マンションの機械式駐車場の稼働音等による健康被害(不眠等)にかかる調

停事件 

・近隣建物の解体工事に伴う大気汚染(粉じん)、騒音、振動による財産被害(家屋

亀裂等)及び健康被害(不眠等)にかかる調停事件 

・風力発電施設からの騒音による健康被害(不眠)にかかる調停事件 

・近隣の飲食店からの悪臭、騒音による健康等被害(不眠、経済的損失等)にかかる

調停事件 

 

    ② 公害紛争処理にかかる質問事項等 

・調停運営事務手続方法等の確認について 

・都道府県の公害紛争事件における専門委員の任命について 

・相隣関係トラブルを伴う調停が成立となった事案について 

・調停成立の可能性を高めるための留意点、工夫等について 

・都道府県(公害紛争処理担当)と市区町村(公害苦情処理担当)との連携について 

 

 

（２）公害苦情相談員等ブロック会議の少人数グループによる討議で取り上げた公害苦

情処理事例及び質問事項  

公害苦情相談員等ブロック会議では、全ブロックで少人数によるグループ討議が取

り入れられています。原則として異なる都道府県の市区町村の担当者５～８人程度の

本年度のブロック会議のプログラム   

5



グループで、それぞれ、実際にあった公害苦情処理の事例について討議を行っていま

す。討議後は結果を発表していただくとともに、公害苦情相談アドバイザー(※3)が講

評を行います。（アドバイザーは討議中も各グループを巡回してアドバイスを行いま

す。） 

(※3) 公害苦情相談アドバイザー： 

公調委では、地方公共団体の公害苦情相談員等に対して、公害苦情処理等に関する的確

な助言を行うことを目的として、長年、地方公共団体において公害苦情相談業務に従事さ

れてきた方々に、公害苦情相談アドバイザーを委嘱しています。詳細については、「ちょ

うせい」第 93号（平成 30年 5月）に掲載していますので、ご覧ください。 

 

少人数グループ討議は、ブロック会議全体の中でも、参加者からの評価が高いプロ

グラムの一つで、この討議を通じて公害苦情処理業務にかかる知見や問題点を自治体

間で共有していただくとともに、各自治体の公害苦情処理担当者の連携強化にもつな

げていただきたいと考えております。 

なお、討議で取り上げることができなかった事例や質問事項については、参加市区

町村等とアドバイザーによるコメントを付して、全ての参加者に資料として配布して

います。 

ここでは、会議で取り上げた事例及び質問事項の一部（表題のみ）を御紹介します。 

 

① 公害苦情処理事例 

ⅰ)大気汚染事例 

・小型焼却炉の焼却に伴う苦情 

・ピザ屋の窯から煤や油の飛散 

 

ⅱ)水質汚濁事例 

・原因が特定できない河川の白濁 

・事業所排水による魚のへい死 

 

ⅲ)騒音事例 

・発生源が特定できない騒音 

・住所、連絡先を伏せた陳情者からの騒音苦情 

・低周波音に関する騒音苦情や測定要望 

 

 ⅳ)振動事例 

・幹線道路の振動 

・解体工事に伴う振動 

 

 ⅴ)悪臭事例 

・畜産農家からの悪臭 
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・コインランドリーの排気による悪臭 

・薪ストーブの悪臭苦情への対応 

・カレーの臭気に対する苦情 

 

ⅵ)典型７公害以外の苦情 

・テニスコートの照明による光害 

・空地の雑草繁茂に対する苦情対応 

 

② 公害苦情処理にかかる質問事項等 

ⅰ)大気汚染苦情にかかる質問事項等 

・野外焼却 

・屋外にある堆積場からの粉じん 

 

ⅱ)水質汚濁苦情にかかる質問事項等 

・コインランドリー店の排水 

・堆肥置き場からの汚水 

 

ⅲ)騒音苦情にかかる質問事項等 

・発生源不明の騒音（低周波音） 

・隣接自治体との境界部における苦情の対応方法について 

・家庭用ヒートポンプ給湯器等から生じる運転音･振動による苦情への対応 

 

ⅳ)悪臭苦情にかかる質問事項等 

・畑にまく堆肥や飼料製造に伴う臭気 

・悪臭発生源の特定できない事業所への指導 

・豚舎からの悪臭 

 

 

（３）公害紛争処理制度の説明及び裁定事件事例紹介について  

公調委からは、２つのブロック会議の参加者が一堂に会する合同開催会議におい

て、公害紛争処理制度の説明と、公調委が行う裁定手続の概要等について実際の裁

定事件の事例を参考にしつつ紹介しています。合同開催会議の場で説明することで、

公害紛争処理制度と公害苦情相談業務の関係性についての共通理解を促進するとと

もに、裁定制度を理解していただくことで、都道府県での紛争処理や、市区町村等

での苦情処理の参考としていただきたいと考えています。 

公害紛争処理制度等についての説明資料は別紙２及び３を、裁定手続の概要等の

紹介資料は別紙４をご覧ください。 

 

 

公害苦情相談員等ブロック会議での少人数グループ討議 
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（４）公害苦情相談アドバイザー等による講演について 

合同開催会議では、外部の有識者や公調委が委嘱している公害苦情相談アドバイ

ザーによる講演を行っています。内容は、公害苦情処理全般に関するものや、騒音

や振動、あるいは悪臭といった個別の公害に関する苦情処理に関するもの等を取り

上げています。公害苦情処理の担当者には日頃の公害苦情処理業務の参考としてい

ただくとともに、都道府県の公害紛争処理担当者にも聴いていただくことで、公害

紛争処理と公害苦情処理との関連性について認識していただくきっかけとなれば、

と考えています。 

ここでは、本年度のブロック会議において行われた公害苦情相談アドバイザーに

よる講演（２件）の資料（抜粋）を紹介いたします。別紙５及び６をご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）アンケートの結果から 

公調委では、今後のブロック会議等の参考とするため、すべてのブロック会議に

おいて、参加者アンケートを実施しています。ここでは、そのアンケートの結果か

ら、参加者の声を御紹介します。 

 

① 公害紛争処理関係ブロック会議及び合同開催会議に参加した都道府県職員から 

ⅰ) 公害紛争処理関係ブロック会議について 

 他の都道府県で取り扱った調停事例の研究や、他の都道府県や公調委との意見

交換が参考となった。 

 調停相談から調停申請への導き方、相談者に対する助言方法・内容、事案の進め

方に関する留意点について、更に議論したい。 

 

ⅱ) 合同開催会議について 

 公調委による裁定手続の概要についての説明が参考となった。 

ブロック会議参加者等の声   

合同会議での、公害苦情相談アドバイザーによる講演 
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 公害苦情相談アドバイザーによる講演は、公害紛争処理との関連からも参考と

なった。 

 アドバイザーの講演で、公害苦情の処理事例をもっと取り上げてほしい。 

 

ⅲ) その他の御意見、御要望 

 全体として有意義な会議であった。 

 管内自治体向けの研修会や講習会を開催したいと考えているが、その参考のた

め、同様の研修会等を既に開催している都道府県から、その実施内容について紹

介してほしい。 

 

② 公害苦情相談員等ブロック会議及び合同開催会議に参加した市区町村等職員から 

ⅰ) 公害苦情相談員等ブロック会議について 

ⅰ－1：少人数グループ討議について 

 他自治体の公害苦情処理や、経験豊富な方の話が聞けて、参考になった。 

 多くの自治体との間で、公害苦情処理に関する同じような悩みを共有できたこ

とに安心した部分がある。 

 困難事例の共有により、ブロック内での自治体間の繋がりができたと思う。 

 事例研究や質問事項についての少人数グループによる討議の時間や討議する件

数を増やしてほしい。 

 

ⅰ－2：質問事項等に対する参加自治体やアドバイザーによる回答等について(※4) 

 自身の自治体での苦情事例や質問事項に対して、多くの自治体やアドバイザー

からのコメントや回答をいただくことができて、ありがたかった。 

 会議に参加する前に、質問事項等への回答等を作成するため、予め勉強すること

も多く、とても有益な経験となった。 

(※4)公調委のブロック会議では、参加自治体から提出していただいた事例や質問事項に対

して、他の参加自治体やアドバイザーからのコメント・回答を事前に作成・提出してい

ただいています。会議では、そのコメント・回答を付した資料を配布しています。 

 

ⅱ) 合同開催会議について 

 裁定手続について知ることができた。公害苦情処理の参考になった。 

 公害紛争処理制度が理解できた。公害苦情の内容によっては、必要に応じて都道

府県（公害審査会等）による調停や、国（公調委）による裁定を案内する等、住

民への対応の際の参考としたい。 

 アドバイザーによる講演は、公害苦情の具体的対応の参考となった。 
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ⅲ) その他の御意見、御要望 

 都道府県を越えてブロック内の公害苦情処理担当者が同じ会議に参加して同じ

講義を聴き、同じ事案について討議するということにより、公害苦情に対して共

通の認識をもって取り組めるという点で非常に良いことだと感じた。

 もっと多くの自治体の参加があると更に有意義な会議になるのではないか。

 会議のプログラム以外に、自由に交流できる時間があるとありがたい。

（２）公害苦情相談アドバイザーによる手記

中国・四国ブロック会議に参加した公害苦情相談アドバイザーの上野邦夫氏よ

り手記をいただきましたので、御紹介します。 

 

例年と同様、本年度のブロック会議の開催にあたりましても、開催県及び市の皆様

の御協力を得て、様々なプログラムを実施することができました。改めて、開催県及

び市の皆様の多大なる御協力・御尽力に対し、感謝申し上げます。 

来年度のブロック会議の開催府県及び市は下表のとおり決定させていただきまし

た。開催府県及び市の御担当の皆様、どうぞよろしくお願いいたします。また、該当

する地方公共団体の皆様には、所属するブロックの会議へ参加について、ぜひ御検討

ください。 

ブロック名 

２０１９年度 

第 50回公害紛争処理関係 

ブロック会議 

第 44回公害苦情相談員等 

ブロック会議 

開 催 府 県 開 催 市 

北海道・東北 山 形 県 山 形 市 

関東･甲信越･静岡 山 梨 県 甲 府 市

東海・北陸 富 山 県 富 山 市 

近  畿 大 阪 府 大 阪 市 

中国・四国 高 知 県 高 知 市 

九州・沖縄 長 崎 県 長 崎 市 

開催場所は各開催市を予定しています。開催時期については未定です。詳細が決定し

ましたら、「ちょうせい」にて発表いたします。 

来年度のブロック会議の開催府県、開催市 
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ブロック会議（中国・四国ブロック）参加手記 

 公害苦情相談アドバイザー 上野 邦夫

公害等調整委員会が主催する平成 30年度中国・四国ブロック会議が広島市において、

11 月 15 日､16 日の 2 日間にわたって開催されました。私も公害等調整委員会から委嘱

された公害苦情相談アドバイザーとして参加してまいりましたのでご報告いたします。 

開催当日の広島は、原爆ドームが一層際だって見えるほどの

青々とした晴れ渡った空で、平和記念公園の木々も紅葉にはほど

遠く、綺麗な青を映し出していました。過去、凄惨な事実があっ

たこの地で行われたことに格別の思いを寄せて、日本人として哀

悼の意を表します。 

久しぶりに訪問したこの都市は、ひときわ賑やかさを増してい

るようにも見え、さらに、外国人の多さには驚きを隠せませんで

した。原爆ドームや資料館での外国人、特に欧米の方々が真剣に

活字（もちろん英字解説）を熟読している姿や、見学している姿

を見て、「戦争って何だったのだろう」って考えさせられました。オバマ前大統領の訪問

も大きな影響だったのではないでしょうか。また、この広島市は市

電が健在であり、古き良き情緒が残っていました。 

前置きはさておき、ブロック会議では例年のごとく公調委事務局

と開催県及び市が中心となってご尽力いただいております。公調委

事務局からの公害紛争処理制度の説明は、こじれた苦情も多々ある

中、大変参考になりました。特に、「裁定手続の概要等について」の

審査官からの事例紹介は、最近何かと話題になっている幼稚園から

の騒音の事例であり、具体的な内容であったため、業務上大いに役

立つものでした。公害苦情相談アドバイザーの特別講演では、元福岡市職員で、公害苦

情相談アドバイザーの藤本氏による講演で、長年の経験に基づいた苦情処理方法につい

て解説していただきました。また、現在勤務されている保育協会の事例も織り交ぜての

講演であり、私自身、苦情を処理する立場でもあることから、非常に興味深く、時間が

あればもっと聞きたい内容でした。 

後半は県と市に分かれ、市の会議では、公害苦情処理事例を各市町村の方々から 15題

ほどいただきました。各自治体 6分間の持ち時間で、少々足りないような気がしました

が、多くの事例を取り上げ、多くの自治体への参考になることを考慮すれば妥当なのか

もしれません。ここに寄せられた事例の中には、解決困難事例も多く法令規制対象外や、

基準値が定められていないなどでどのように行政として進めていくべきかなど、議論は

多岐にわたっています。 

2 日目は、少人数グループ（５班）に分かれて、班ごとでそれぞれに与えられた事例

について討議をし、その結果を各班から発表をしていただきました。検討事例は、「屋外

作業をする事業場」「低周波苦情」「畜産農家からの悪臭」「うなぎ屋の悪臭」「空き地の

苦情」でした。 

 事例の特徴としては、やはり法令規制対象外や法令適用困難事例が多く、持ち寄った

自治体の解決に向けた奮闘ぶりが窺えました。 
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 アドバイザーとしてできる限り的確にアドバイスできるよう日々自己研鑽に努めて

おりますが、やはり経験していないことは教科書通りの回答しかできず、歯がゆい思い

をします。今後の課題として一層の努力をしなければと痛感した次第です。 

 

・国と地方との連携、ブロック会議の役割 

 公害苦情業務を行う上で一番大変なことは、公害現象の客観的な判断と、それを当該

事業場へ伝達し、事実を認識させることです。そして、申立者へはその対応策等を伝え

納得が得られるかにあります。申立者は怒り心頭、長年の軋轢等様々な状況で申し立て

を行うことも多く、第一線の市区町村の職員は、その矢面に立ち、公平中立に先入観を

捨て対応しています。市民からは「言いたいことを言われる」「言いたいことをぶつけら

れやすい」立場にあり、中には間に挟まれて、もがき苦しんでいる状況もよく聞かれま

す。住民に一番近い行政職員として常に気をつかっています。 

担当の市区町村の職員は、苦情解決に向け日々奮闘し、一層の努力をしていますが、

それでも解決に至らない場合は国や都道府県の公害紛争処理制度が利用されることも

あります。 

国、都道府県、市区町村はそれぞれ立場が異なりますが、公害苦情処理の最前線にい

る市区町村の苦労や、国や都道府県の公害紛争処理担当者の苦労をそれぞれが理解しな

がら、三者が連携を図ることが重要であると思います。そういったことから、それぞれ

の役割を理解するためにも、このブロック会議での合同会議の意味は大いにあると思い

ます。また、例えば東京都及びその特別区では、担当者会議等を実施し、情報交換し、

その対応方について検討することがあります。そういった都道府県単位での会議は、さ

ほどハードルは高くありませんが、それを越えての会議となるとなかなか難しいと思い

ます。そう言った意味からもブロック会議の役割は大変大きいと思います。国と地方、

地方と地方の行政マン同志の会話はある意味面白くもあり大変有意義でもあります。地

域性は異なりますが公害苦情の主旨はそう大きくは変わりません。 

今後のブロック会議に期待し、参加された方々への少しでも公害苦情解決に向け役立

つことを願い、アドバイザーとして益々の努力をしていきたいと思う次第です。 

 

公害苦情相談アドバイザー 上野 邦夫 氏 

平成３年に東京都板橋区に化学職として採用の後、保健所生活衛生課、

公害指導係化学物質担当、同係土壌汚染担当を経て、現在は、板橋区

資源環境部環境政策課生活環境保全係長。平成 29 年４月より公害等

調整委員会が委嘱する公害苦情相談アドバイザーとして、ブロック会

議や、都道府県が主催する研修会で公害苦情にかかる講演等を行って

いる。氏も参加した座談会の模様が、「ちょうせい」第 93号(平成 30

年 5月)に掲載されているので、こちらもご覧ください。 
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別 紙 １  

平成 30 年度ブロック会議プログラム 

 

（※１）両ブロック会議とも、会議で取扱う事例や質問事項については、事前に開催県・市が取りまと

めて参加者に配布した上で、会議では更に掘り下げた議論を行っています。 
（※２）少人数グループ討議のグループ編成は、ブロック内の都道府県から横断的に選定しています。 

区 分 公害紛争処理関係ブロック会議 公害苦情相談員等ブロック会議 

参加者 都道府県 

① ブロック内人口 10 万人以上の市 

② 開催県内市町村 

③ 都道府県、開催県内環境事務所等

の参加 

開催形式 ２つのブロック会議をそれぞれ開催するとともに、一部を合同で開催。 

プ 

ロ 

グ 
ラ 

ム 

○ 合同開催会議 

・公害等調整委員会からの連絡事項（公害紛争処理制度等について） 

・公害等調整委員会における裁定手続の概要等について紹介（裁定事

件事例を参考例として） 

・都道府県公害審査会等における紛争処理事例紹介（終結した事件） 

・公害苦情相談アドバイザーや外部の有識者による講演

○ 公害紛争処理関係ブロック会議 

・都道府県公害審査会等における 

紛争処理事例紹介及び意見交換 

・各都道府県や公害等調整委員会

からの公害紛争処理、公害苦情

処理に関する質問事項等にかか

る意見交換  

等 （※１） 

○ 公害苦情相談員等ブロック会議 

・自治体における公害苦情相談事例

について少人数グループによる討

議及び全体討議 

・参加自治体からの質問等について

少人数グループ討議及び全体討議 

 

等 （※２） 
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別 紙 ２ 

 
 
 

（一部抜粋） 

公害等調整委員会 
（※）実際のブロック会議では、下記目次の内容の資料を配布して必要事項の説明

を行っています。 

ここでは、この資料のうち、「2.-(3) 公害紛争処理制度による公害苦情の解

決の流れ(例)」と「4.-(1) 低周波音に係る公害苦情対応について」の２項目

を御紹介します。 
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別 紙 ３
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別 紙 ４ 

第 49回公害紛争処理関係ブロック会議 

第 43回公害苦情相談員等ブロック会議 

 

裁定手続の概要等について 

 

（一部抜粋） 

公害等調整委員会 
 

（※）実際のブロック会議では、責任裁定事件（職権調停事件）の事例を参考例

として使用しながら説明を行っています。 

ここでは、「1.裁定事例の概要」、「2.公害紛争処理手続(裁定)の特徴(専門

的知見の活用)」及び「3.裁定手続の流れ」の３項目を御紹介します。 
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